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　①　多削部位は原則として下記の記載例に基づいて表現すること。(多削部位を塗りつぶす）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　②　蹄角度の適否は下記の記載例に基づいて表現すること。

　③　「装蹄の方針」欄には、この馬の判断結果を総合して、重点事項を記載する。箇条書きを基本とする。

一側多削 蹄尖多削 両蹄踵多削 一側蹄踵多削 蹄壁鑢削 現状維持

現在よりもたてる 現在よりもねせる 現状維持
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